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東
京
都
合
気
道
連
盟

　
　
理
事
長
　
藤
城
清
次
郎

　

日
頃
、皆
様
に
は
東
京
都
合
気
道
連
盟
の
活
動

に
、ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
四
月
九
日（
土
）、一
ツ
橋
の
日
本
教
育
会
館

で
東
京
都
合
気
道
連
盟
第
三
十
八
回
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。感
染
予
防
の
一
環
と
し
て

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
を
い
た
だ
か
ず
評
議
員
、役

員
の
み
の
参
加
で
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、本
年

度
の
事
業
計
画
案
、収
支
予
算
案
が
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。今
年
は
三
年
に
一
度
の
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
り
、今
評
議
員
会
で
十
五
名
の
理
事
と
二

名
の
監
事
が
選
出
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。私
、藤
城

清
次
郎
が
引
き
続
き
理
事
長
を
拝
命
、副
理
事
長

に
、大
田
勤
、神
谷
正
一
、鈴
木
俊
雄
、木
下
悦
子
、

小
柳
俊
一郎
の
五
氏
が
就
任
。今
回
の
改
選
に
伴
い
、

三
名
の
理
事
、一
名
の
監
事
の
ご
退
任
と
重
任
理
事

十
四
名
、新
任
理
事
一
名
、新
任
、重
任
監
事
各
々

一
名
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

ご
退
任
の
小
林
正
明
前
副
理
事
長
は
、九
期

二
十
二
年
間
、松
本
肇
前
理
事
は
、三
期
九
年
間
、

高
城
寛
子
前
監
事
に
は
、一
期
三
年
監
事
を
お
務

め
頂
き
ま
し
た
。改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。又
、理
事
を
二
期
六
年
務
め
ら
れ
た
梶
浦
真
氏

が
監
事
に
就
任
、新
た
に
中
島
敬
二
氏
が
理
事
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
で
は
、年
間
四
主
催
事
業

を
開
催
し
て
い
ま
す
。『
東
京
都
合
気
道
錬
成
大

会
』（
六
月
十
九
日（
日
））・
七
月
三
十
一
日（
日
）

に
は『
初
心
者
指
導
法
講
習
会
』が
既
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。し
か
し
、来
る
九
月
十
九
日（
月
・
祝
）開

催
予
定
の『
令
和
四
年
度
東
京
都
合
気
道
演
武
大

会
』は
七
月
十
一
日（
月
）開
催
の
都
連
第
二
二
二
回

理
事
会
に
於
い
て
演
武
大
会
開
催
中
止
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。現
況
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
増
加

状
況
が
顕
著
で
あ
り
、新
株｢

Ｂ
Ａ.

５｣

の
出
現
も

報
じ
ら
れ
第
七
波
の
到
来
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。中

止
に
ご
理
解
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、東
京
武
道
館
主
催
の『
広
域
合
同
稽

古
』、隔
年
開
催
の『
練
成
講
習
会
』。（
公
財
）日
本

武
道
館
・（
公
財
）合
気
会
共
催
の
地
域
社
会
合
気

道
指
導
者
研
修
会
と
多
く
の
講
習
、稽
古
の
機
会
を

用
意
し
て
い
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
行
事
予
定
は
十
一
頁
に
記
載
）

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
は
、全
日
本
合
気
道
連
盟

最
大
の
加
盟
団
体
で
、合
気
会
の
お
膝
元
と
し
て
の

重
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。我
が
都
連
が
確
り
纏
ま

り
運
営
し
全
日
本
連
盟
の
範
と
な
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。更
な
る
ご
支
援
を
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。

　

文
末
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご　
　

挨　
　

拶

　
令
和
四
年
四
月
九
日（
土
）千
代
田
区
一ツ
橋
・

日
本
教
育
会
館
に
於
い
て
、第
三
十
八
回
東
京
都

合
気
道
連
盟
評
議
員
会
が
行
わ
れ
た
。前
回
の
評

議
員
会
は
、前
々
回
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
対
面
で
は
な
く

文
書
決
議
と
な
っ
た
が
、今
回
は
十
分
な
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
て
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、午
後
三
時
か
ら
加
盟
団
体
の
評
議
員

三
十
七
名
及
び
委
任
状
百
四
名
を
も
って
開
催
さ
れ

た
。顧
問
で
あ
る
全
日
本
合
気
道
連

盟
尾
﨑
晌
理
事
長
及
び
福
島
清
三
郎

相
談
役
の
臨
席
も
得
た
。

　

大
田
勤
副
理
事
長
が
開
会
の
辞

を
述
べ
、藤
城
清
次
郎
理
事
長
が
挨

拶
の
後
、議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ

た
。始
め
に
神
谷
正
一
副
理
事
長
か
ら

「
令
和
三
年
度
事
業
報
告
案
」が
報

告
さ
れ
た
。続
い
て
鈴
木
俊
雄
副
理

事
長
か
ら「
令
和
三
年
度
収
支
決
算

案
」、堀
越
祐
嗣
監
事
か
ら「
監
査
報

告
」が
報
告
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、三
年
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

も
行
わ
れ
た
が
、こ
れ
に
先
立
ち
、出
席
の
評
議
員

か
ら「
評
議
員
会
の
前
に
新
役
員
候
補
の
情
報
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、役
員
候
補
者
の
選
考
基
準
や

選
考
方
法
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。」と
の

問
題
提
起
が
あ
り
、「
開
か
れ
た
評
議
員
会
の
為

に
、評
議
員
が
納
得
で
き
る
理
事
選
出
方
法
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。」と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。こ
れ
に

対
し
て
、大
田
勤
副
理
事
長
か
ら「
選
出
方
法
を
よ

り
良
い
方
法
に
す
る
た
め
に
、全
評
議
員
に
対
し
て

意
見
を
募
り
、今
後
の
課
題
と
し
て
来
期
取
り
組

ん
で
い
く
。」と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、役
員
候
補
者（
案
）が
配
布
さ
れ
、評
議

員
の
承
認
に
よ
り
、新
た
な
理
事
及
び
監
事
が
決

定
さ
れ
た
。そ
の
後
、別
室
に
て
新
任
理
事
に
よ
る

理
事
長
選
出
の
理
事
会
が
行
わ
れ
、選
挙
に
よ
っ
て

藤
城
清
次
郎
理
事
が
理
事
長
に
再
任
さ
れ
た
。そ

し
て
大
田
勤
氏
、神
谷
正
一
氏
、鈴
木
俊
雄
氏
、木

下
悦
子
氏
、小
柳
俊
一
郎
氏
の
五
名
を
副
理
事
長

に
指
名
し
、理
事
会
に
て
承
認
さ

れ
た
。そ
の
後
、評
議
員
会
会
場
に

て
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。今
回

退
任
さ
れ
た
小
林
正
明
前
副
理
事

長
、松
本
肇
前
理
事
及
び
高
城
寛

子
前
監
事
の
他
は
、役
員
全
員
が
再

任
さ
れ
る
と
と
も
に
中
島
敬
二
氏

が
新
た
に
理
事
に
加
わ
り
、前
理
事

の
梶
浦
真
氏
は
監
事
に
選
任
さ
れ

た
と
の
紹
介
と
な
っ
た
。（
新
役
員
の

抱
負
は
十
頁
に
記
載
）

　

続
い
て
、再
任
さ
れ
た
藤
城
清
次

郎
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、神
谷
正
一
副
理
事
長

か
ら「
令
和
四
年
度
事
業
計
画
案
」、鈴
木
俊
雄
副

理
事
長
か
ら「
令
和
四
年
度
収
支
予
算
案
」が
そ

れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
、こ
ち
ら
も
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、出
席
し
て
い
た
小
林
前
副
理
事
長
、松

本
前
理
事
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、長
年
の
ご

功
労
に
対
す
る
感
謝
と
労
い
の
拍
手
を
受
け
ら
れ

た
。

　

会
議
は
午
後
四
時
四
〇
分
に
終
了
し
、情
報
交

換
会
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
見
送
ら
れ
た
。

第
三
十
八
回 

東
京
都
合
気
道
連
盟
評
議
員
会
開
催
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令
和
元
年
度
か
ら
東
京
都
合
気
道
連
盟
の
新
た

な
事
業
と
し
て
開
催
予
定
と
し
て
い
た
少
年
部
指

導
法
講
習
会
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
令
和
元

年
度
及
び
令
和
二
年
度
の
開
催
は
中
止
と
な
っ
て
い

た
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、令
和
三
年
度
少
年

部
指
導
法
講
習
会
は
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
尽

力
に
よ
り
、令
和
四
年
二
月
二
七
日（
日
）、港
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場
一
に
於
い
て
、人
数
制
限

　

令
和
四
年
三
月
五
日（
土
）、六
日（
日
）の
二
日

間
、東
京
武
道
館
第
一
武
道
場
に
於
い
て
、令
和

三
年
度
東
京
都（
足
立
区
）地
域
社
会
合
気
道
指

導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。二
日
間
を
通
し
て

研
修
に
参
加
し
た
団
体
は
三
十
四

団
体
、人
数
は
六
十
三
名
が
参
加
し

た
。

　

開
会
式
は
、東
京
武
道
館　

石
﨑

万
里
課
長
が
開
会
通
告
を
行
い
、東

京
武
道
館　

村
上
修
史
館
長
よ
り

主
催
者
挨
拶
に
続
き
、東
京
都
合
気

道
連
盟　

藤
城
清
次
郎
理
事
長
よ

り
主
管
団
体
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

講
師
は
以
下
の
四
名
で
あ
る
。

◇
中
央
講
師

　

横
田　

愛
明

　

合
気
道
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　

藤
田
す
み
れ

　

合
気
道
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員

◇
地
元
講
師

　

藤
城
清
次
郎

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
理
事
長

　

大
田　
　

勤

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
副
理
事
長

　

当
連
盟
理
事
は
十
一
名
が
参
加

し
、複
数
回
に
わ
た
り
道
場
全
面
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
清
掃
、手
指
消
毒
の

実
施
な
ど
参
加
者
の
協
力
を
得
て

可
能
な
限
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
、

研
修
会
の
運
営
に
協
力
し
た
。初
日

午
前
中
の
実
技
で
は
、横
田
師
範
よ

な
ど
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
し
た
。

　

講
師
に
梅
津
翔
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員
を

お
迎
え
し
、講
習
会
参
加
者
は
三
十
五
名
、当
連
盟

理
事
は
十
四
名
が
参
加
し
た
。

　

十
三
時
四
十
分
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、当
連
盟　

藤
城
清
次
郎
理
事
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

た
。続
い
て
港
区
合
気
道
連
盟 

関
根
史
郎
会
長
を

紹
介
の
後
、梅
津
指
導
員
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

講
習
は
、本
部
道
場
少
年
部
の
稽
古
に
準
じ
、体

操
、後
ろ
受
け
身
、前
受
け
身
、体
力
作
り
の
運
動
、

膝
行
、技（
正
面
打
ち
入
り
身
投
げ
、正
面
打
ち
一

教
、片
手
取
り
四
方
投
げ
）が
行
わ
れ
た
。　　
　

　

受
け
身
の
指
導
で
は
、ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
よ
う
、

段
階
的
な
指
導
を
強
調
さ
れ
、ま
た
子
供
が
飽
き

な
い
様
に
声
か
け
を
す
る
方
法
を
、例
を
あ
げ
て
指

導
が
な
さ
れ
た
。走
る
、ジ
ャ
ン
プ
と
いっ
た
体
力
作

り
の
運
動
も
た
だ
行
う
の
で
は
な
く
、技
に
つ
な
が

る
よ
う
に
行
う
方
法
を
工
夫
し
、技
に
お
い
て
も
、

受
け
が
取
れ
な
い
う
ち
は
、一
教
の
受
け
だ
け
を
単

独
動
作
で
行
う
方
法
や
、四
方
投
げ
の
肘
関
節
を

極
め
切
ら
な
い
方
法
な
ど
が
指
導
さ
れ
た
。

　

ま
た
指
導
者
は
、子
供
の
成
長
や
状
態
に
合
わ
せ

て
指
導
内
容
を
調
整
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
説

明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
少
年
部
指
導
の
中
で
生
じ

る
質
疑
に
、梅
津
指
導
員
よ
り
丁
寧
な
回
答
を
頂

き
、参
加
者
か
ら
は
、実
践
的
で
具
体
的
な
方
法
を

多
く
提
示
し
て
頂
い
た
の
で
、非
常
に
有
益
な
講
習

会
で
あ
っ
た
と
感
想
を
頂
い
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
を
行
い
、十
四
時
四
十
分
に
講

習
会
を
終
了
し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
記
・
小
柳
）

り「
変
化
・
応
用
に
於
け
る
考
察
」の
テ
ー
マ
の
も

と
が
基
本
と
し
て
片
手
持
ち
の
持
た
せ
方
か
ら
講

習
が
始
ま
り
、片
手
持
ち
転
換
、呼
吸
投
、四
方
投

と
基
本
技
か
ら
徐
々
に
変
化
、応
用
技
へ
の
展
開
が

指
導
さ
れ
た
。ま
た
剣
や
杖
の

動
き
を
交
え
な
が
ら
様
々
な

技
が
指
導
さ
れ
た
。初
日
午
後

の
講
義
は
、藤
城
理
事
長
よ
り

「
第
九
回
全
国
合
気
道
指
導

者
研
修
会
」の
報
告
と
怪
我
の

初
期
対
応
つい
て
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

を
交
え
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、大
田
副
理
事
長
の
講

義
で
は
、「
合
気
道
指
導
の
手

引
き
」に
基
づ
い
た「
合
気
道

中
級
指
導
の
一
考
察
」の
実
技

指
導
が
行
わ
れ
た
。二
日
目
は

横
田
師
範
よ
り
実
技
が
終
日

行
わ
れ
、正
面
打
、横
面
打
、後

ろ
両
手
取
り
、肩
取
り
な
ど
に

対
す
る
各
種
変
化
・
応
用
技

の
数
々
を
指
導
さ
れ
た
。最
後

に
参
加
者
か
ら
の
日
頃
の
疑

問
点
に
関
す
る
質
疑
に
、横
田

師
範
よ
り
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
藤
城
理
事
長

よ
り
参
加
者
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
、石
﨑
課
長
よ
り
閉
式

通
告
が
な
さ
れ
研
修
会
は
終

了
し
た
。　　
　

（
記
・
梶
浦
）
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令
和
四
年
度
東
京
都
合
気
道
錬
成
大
会
が
六

月
十
九
日（
日
）東
京
武
道
館
第
一
武
道
場
に
て

東
京
都
合
気
道
連
盟
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講
師
は
栗
林
孝
典
本
部
道
場
指
導
部
師
範
を

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
主
催
に
よ
る
令
和
四
年
度

東
京
都
合
気
道
連
盟
初
心
者
指
導
法
講
習
会
が

七
月
三
十
一日（
日
）、講
師
に
桂
田
英
路
本
部
道
場

指
導
部
師
範
を
お
招
き
し
、一
般
財
団
法
人
港
区

体
育
協
会
、港
区
合
気
道
連
盟
協
力
の
も
と
、港

区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場
一
に
て
開
催
さ
れ
、

二
十
五
団
体
三
十
四
名
、役
員
十
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
の
後
、東
京
都
合
気
道
連
盟 

大
田 

勤
副
理
事
長
司
会
の
も
と
開
会
式
が
行
わ
れ
、藤

城
清
次
郎
理
事
長
に
よ
り「
素
晴
ら
し
い
会
場
を

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
港
区
体
育
協
会
、港
区
合
気

道
連
盟
の
ご
尽
力
と
、講
師
を
お
引
き
受
け
く
だ

さ
っ
た
桂
田
師
範
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。新
型

お
招
き
し
、三
十
三
団
体
、六
十
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

十
三
時
十
五
分
よ
り
錬
成
大
会
事
業
主
任
で
あ

る
瀨
川
一
之
東
京
都
合
気
道
連
盟
理
事
の
司
会
に

よ
り
開
会
式
を
始
め
ま
し
た
。藤
城
清
次
郎
東
京

都
合
気
道
連
盟
理
事
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
が
行
わ

れ
、栗
林
師
範
の
紹
介
並
び
に
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。開
会
式
後
、二
時
間
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。感
染
対
策
と
し
て
稽
古
相
手
を
交
替
せ
ず
、組

ん
だ
相
手
を
記
録
し
、稽
古
中
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
た
。途
中
随
時
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
水
分
補

給
が
行
な
い
ま
し
た
。

　

栗
林
師
範
は
、初
め
に
相
手
を
投
げ
ず
に
、基
本

の
動
き
を
受
け
と
取
り
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
、そ

れ
か
ら
相
手
を
投
げ
る
様
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

片
手
取
り
か
ら
転
換
法
、両
手
取
り
か
ら
呼
吸
法
、

天
地
投
げ
、四
方
投
げ
、後
ろ
両
手
取
り
か
ら
捌
き

に
よ
る
投
げ
、一
教
、小
手
返
し
、最
後
に
座
技
呼

吸
法
を
行
い
ま
し
た
。

　

途
中
、栗
林
師
範
は
、技
の
説
明
だ
け
で
は
な

く
、合
気
道
の
稽
古
に
対
す
る
向
き
合
い
方
、指
導

者
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
に
対
し
て
の
ご
意
見
も

説
明
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
に
と
っ
て
は
通
常
稽
古

で
は
得
ら
れ
な
い
、と
て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
、栗
林
師
範

よ
り
今
日
の
練
成
大
会
に
対
す
る
講
評
を
頂
き
ま

し
た
。最
後
に
木
下
悦
子
東
京
都
合
気
道
連
盟
副

理
事
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、令
和
四
年

度
東
京
都
合
気
道
錬
成
大
会
は
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
大
橋
）

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
の
拡
大
に
よ
り
開
催
の
可

否
に
つい
て
悩
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、万

全
の
備
え
を
し
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
し
た
。充

分
に
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
、ま
た
熱
中
症
に

も
気
を
付
け
な
が
ら
講
習
に
参
加
し
て
欲
し
い
」と

主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、桂
田
師
範

よ
り「
い
ろ
ん
な
年
齢
の
方
、運
動
神
経
の
良
い
方
悪

い
方
等
を
想
定
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思

う
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
司
会
か
ら
港

区
合
気
道
連
盟
・
関
根
史
郎
会
長
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
十
三
時
二
十
分
か
ら
開
始
さ
れ
、マ
ス

ク
着
用
、稽
古
相
手
の
記
録（
組
替
無
）、適
宜
休
憩

や
水
分
補
給
、手
指
消
毒
等
、感
染
症
対
策
及
び

熱
中
症
対
策
を
講
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。桂
田
師

範
よ
り
、初
心
者
に
対
す
る
準
備
体
操
の
行
い
方
、

呼
吸
、受
身
、転
回
足
、片
手
取
り
四
方
投
げ
、正

面
打
ち
入
身
投
げ
、正
面
打
ち
一
教
、正
面
打
ち

小
手
返
し
、両
手
取
り
天
地
投
げ
等
の
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、技
の
名
称
や
動
き
に
と
ら
わ
れ
ず
姿
勢
に

集
中
す
る
指
導
法
や
、高
齢
者
や
学
生
な
ど
各
々
に

合
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大
切
だ
と
指
導
が
あ
り
、最

後
に
座
技
呼
吸
法
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、桂
田
師
範
よ
り「
せ
っ
か
く
ご
縁

が
あ
っ
て
合
気
道
を
始
め
ら
れ
た
方
に
稽
古
を
続

け
て
も
ら
う
よ
う
導
く
の
が
指
導
者
の
役
目
だ
と

思
う
。い
ろ
ん
な
要
素
を
持
っ
た
方
と
真
剣
に
向
き

合
い
な
が
ら
、国
や
地
域
に
役
立
つ
人
材
を
育
成
で

き
た
ら
最
高
だ
と
思
う
」と
挨
拶
が
あ
り
、午
後
三

時
講
習
会
が
終
了
し
ま
し
た
。　　
（
記
・
美
濃
部
）
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北
千
住
道
場

堀
越
　
祐
嗣

　

ま
ず
は
開
催
に
あ
た
り
御
尽
力
下
さ
っ
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
開

催
に
は
多
大
な
御
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、都
連
代
表
と
し
て
の
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
ま
し
た
藤
城
理
事
長
始

め
都
連
役
員
の
皆
様
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

都
連
有
志
が

全
日
本
の
団
体
演
武
に
出
場

　

東
京
都
合
気
道
連
盟（
以
下「
都
連
」）は
、五
月

二
十
八
日（
日
）に
日
本
武
道
館
で
三
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
第
五
十
九
回
全
日
本
演
武
大
会
の
団

体
演
武
に
出
場
し
た
。例
年
都
連
の
団
体
演
武
は

な
か
っ
た
が
、大
会
事
務
局
か
ら
要
請
が
あ
り
、こ

の
対
応
の
た
め
急
遽
理
事
会
か
ら
出
場
者
を
募
っ

た
。こ
れ
に
応
じ
て
、美
濃
部
智
子
五
段（
土
井
道

場
）・
木
下
悦
子
六
段（
木
下
道
場
）・
安
藤
哲
郎

六
段（
小
金
井
同
好
会
）・
瀨
川
一
之
七
段（
臥
龍

　

当
日
は
、梅
雨
入
り
前
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、日
本

全
国
か
ら
私
の
想
像
以
上
の
道
場
が
参
加
し
、そ
れ

ぞ
れ
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。開
催
に
あ
た
り
、健
康
観
察
票
の
提
出
、

一
面
あ
た
り
の
人
数
制
限
、無
観
客
等
コ
ロ
ナ
対
策

に
は
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
し
た
。普
段
と
は
異

な
る
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
日

本
中
で
稽
古
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、三
年
振
り
に
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、少
し
づ
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
近
づ
い
て
い
る
事
が
実

感
出
来
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
一
日
も
早

い
収
束
を
願
い
、通
常
の
稽
古
や
交
流
が
出
来
る
事

を
心
よ
り
期
待
致
し
ま
す
。

会
）・
小
柳
俊
一
郎
六
段（
泰
門
会
）の
五
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
道
場
生
を
受
け
に
、演
武
を
披
露
し
た
。

演
武
は
固
め
技
か
ら
始
ま
り
、そ
れ
以
降
は
自
由

技
を
行
っ
た
。

　

出
場
者
は
、立
ち
技
・
半
身
半
立
技
等
そ
れ
ぞ

れ
に
日
頃
の
稽
古
鍛
練
の
成
果
を
見
せ
て
都
連
の

意
気
軒
昂
さ
を
示
さ
ん
と
一
生
懸
命
に
演
武
、一

分
三
十
秒
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
た
。

（
記
・
瀨
川
）
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鷹
の
台
合
氣
道
同
友
会

　
　
　
　
　
　
神
谷
　
正
一

　

本
年
五
月
八
日（
日
）、晴
れ
わ
た
る
青
空
の
下
、

東
京
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、公
益
財
団
法
人
東
京
都
体
育
協

会
が
主
催
す
る
第
七
十
五
回
都
民
体

育
大
会
及
び
第
二
十
三
回
東
京
都
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
合
同
開
会
式
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
縮
小
と
は
謳
わ
れ
つ

つ
も
華
や
か
に
行
わ
れ
、そ
れ
に
引
き

続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、私
は
、東
京
都
体
育
協
会

に
所
属
す
る
各
種
目
の
団
体
推
薦
を

受
け
た
十
八
名
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
の
一
人
と
し
て「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
賞
」を
い
た
だ
く
と
い
う
栄
誉
に

浴
し
、恐
縮
す
る
と
と
も
に
、今
後
の

精
進
を
改
め
て
自
分
に
誓
う
良
い
機

会
を
得
ま
し
た
。ご
推
薦
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
四（
一
九
七
九
）年
に
合

新
宿
合
気
会

　
　
　
会
　
長
　
長
南
　
一
樹

　　

は
じ
め
に
、こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。弊
会
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
ど
も
新
宿
合
気
会（
旧
登
録
名
称
：
新
宿
区

合
気
道
連
盟
）と
申
し
ま
す
。私
は
七
代
目
会
長

職
を
昨
年
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
長
南
一

樹
と
申
し
ま
す
。十
歳
か
ら
弊
会
で
稽
古
を
始
め

三
十
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

弊
会
は
昭
和
三
十
五
年
に
設

立
し
、今
年
で
六
十
二
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。道
場
は
新

宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、新
宿
コ
ズ

ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
、広
々
と
し
た

道
場
で
基
礎
・
基
本
技
を
中
心

に
し
っ
か
り
と
し
た
稽
古
を
行

い
、そ
し
て
の
び
の
び
と
楽
し
く

充
実
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

稽
古
を
モッ
ト
ー
に
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り

会
員
数
は
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、コ
ロ
ナ
以
前
で
は
総
勢
四
十

名
強
、月
・
水
・
金
曜
日
に
稽

古
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。現
在

で
は
会
員
数
は
二
十
名
程
度
、

水
・
金
曜
日
に
稽
古
を
行
って
い

ま
す
。

　

弊
会
は
一
九
九
八
年
頃
よ
り

気
会
に
入
門
し
、以
来
四
十
有
余
年
、コ
ツ
コ
ツ
と
稽

古
を
続
け
る
と
い
う
小
さ
な
一
歩
の
積
み
重
ね
が

こ
こ
に
繋
が
っ
た
も
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、辿
り

着
け
た
の
は
、こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生

方
や
先
輩
達
、ま
た
、共
に
汗
を
流
し
た
多
く
の
道

友
達
の
お
陰
で
あ
り
、紙
面
を
お
借
り
し
て
深
甚

な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、今
後
も
倦
ま
ず
弛
ま
ず
、地
道
に

小
さ
な
一
歩
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
厳
か
に

自
分
自
身
に
誓
い
ま
す
。そ
の
こ
と
が
、小
さ
い
な
が

ら
も
合
気
道
の
普
及
振
興
の
一
助
と
な
れ
ば
、望
外

の
喜
び
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
師
範
周
参
見
紳
次
郎
氏
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
深
く
関
わ
り
を
持
ち
、氏
は
バ
リ
合
気
会
の
設

立
か
ら
現
在
ま
で
発
展
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。ま
た
二
〇
一
六
年
か
ら
は
私
が
首
都

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
仕
事
の
関
係
で
四
年
弱
滞
在
す
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
天
恵
道
場
と
交
流
、

二
〇
一
九
年
に
弊
会
の
グ
ル
ー
プ
道
場
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
四
半
世
紀
に
及
ぶ
関
わ
り
で
、二
国
間
の
交

流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
以
前
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
百
名
に
及
ぶ

会
員
数
が
あ
り
ま
し
た
。今
は

全
体
で
四
十
名
程
か
ら
の
再
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、弊
会
は
表
彰

の
類
と
は
一
切
無
縁
で
し
た
。

た
だ
、本
来
な
ら
ば
昨
年
初
め
て

の
六
十
年
の
周
年
行
事
を
行
う

予
定
で
し
た
。し
か
し
会
員
が

減
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で

決
定
し
た
方
針
は
、行
事
の
開

催
よ
り
、「
稽
古
と
審
査
の
継
続

化
」で
し
た
。そ
の
状
況
に
お
い

て
こ
の
度
の
受
賞
は
周
年
行
事

に
替
わ
る
も
の
と
し
て
大
変
あ

り
が
た
い
も
の
で
し
た
。こ
れ
か

ら
も
百
年
に
向
け
て
会
の
運
営

と
日
々
の
稽
古
を
愚
直
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。今
後
と

も
新
宿
合
気
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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一
心
会　

代
　
表
　
松
岡 

宏
美

　

こ
の
度
は
東
京
都
合
気
道
連
盟
に
加
盟
さ
せ
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
会
は
二
〇
二
〇
年
か
ら
渋
谷
区
を
中
心
に
活

動
し
て
お
り
ま
す
。普
段
の
稽
古
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
使
用
が
制
限
さ
れ
、ま
と
も
に
稽
古
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昨
年
の
十
月
。有
難
い
事

に
そ
こ
か
ら
新
し
く
入
会
さ
れ
る
方
や
ビ
ジ
タ
ー
で

参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
始
め
、沢
山
の
方
と
稽
古

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
〝
和
合
の
武
道
〟と
言
わ
れ
る
合
気
道
を
子
供
の

頃
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、人
や
道
場
同
士
の
衝
突
、

否
定
な
ど
た
く
さ
ん
見
て
き
て
経
験
し
て
き
て
、楽

し
い
事
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
嫌
な
思
い
も
し
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、私
自
身
が
合
気
道
と
い
う
存

在
に
人
生
を
救
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
合
気
道
の
技
は
勿
論
、そ
れ
だ
け
で

な
く
そ
こ
か
ら
繋
が
る
精
神
性
、自
分
が
思
い
描
き

信
じ
て
い
る
合
気
道
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

　

色
々
な
道
場
の
人
が
分
け
隔
て
な
く
一
緒
に
稽

古
が
で
き
、そ
し
て
人
の
為
に
な
る
場
所
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
一
心
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
学
ぶ
べ
き
事
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。人
の
手
本
に
な
れ
る
よ
う
な
指
導
者

に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

勇
清
塾
（
ゆ
う
せ
い
じ
ゅ
く
）

　
代
　
表
　
鳥
谷
　
一
郎

　

こ
の
度
は
、東
京
都
合
気
道
連
盟
へ
加
入
承
認
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

勇
清
塾
は
、公
益
財
団
法
人
合
気
会
本
部
道
場

指
導
部
の
横
田
愛
明
先
生
を
指
導
師
範
と
し
て
、

平
成
三
十
一
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
若
い
団
体
で

す
。当
会
で
は
、「
響
き
合
い
繋
が
る
感
動
と
ワ
ク
ワ

ク
を
」「
心
と
体
を
解
き
ほ
ぐ
し
自
由
で
強
靭
な
心

身
を
」「
潔
く
、勇
ま
し
く
、美
し
く
」を
基
本
理
念

と
し
て
、横
田
師
範
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る「
潔
さ
」、

「
武
道
と
し
て
の
合
気
道
」を
求
め
な
が
ら
、楽
し

く
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
体
験
や
感
動
を
、稽
古

を
重
ね
な
が
ら
探
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
の
定
期
稽
古
や
定
期
開
催
し
て
い
る
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
に
は
、本
部
道
場
や
地
域
の
町
道
場
、大

学
合
気
道
部
出
身
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
、数
多
く
の
若

手
有
段
者
が
出
身
の
垣
根
を
超
え
て
自
由
に
参
加

し
て
お
り
、オ
ー
プ
ン
で
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
が
最

大
の
特
徴
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
渦
を
き
っ
か
け
と
し
て
、剣
、杖
等
の
武
器

稽
古
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、合
気
道
で
の「
気
剣

体
の
一
致
」、「
武
器
と
体
術
の
関
連
や
理
合
い
」等

を
丁
寧
に
探
り
、研
究
し
て
い
ま
す
。稽
古
場
所
は

練
馬
区
立
総
合
体
育
館
を
中
心
と
し
て
主
に
練
馬

区
内
の
公
共
施
設
等
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
内
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
バ
リ
島
や
イ
タ

リ
ア
、ブ
ル
ガ
リ
ア
等
の
ヨ
ー
ロッ
パ
、北
米
、南
米
等
、

多
数
の
姉
妹
道
場
、友
好
道
場
が
あ
り
、国
内
外
の

若
手
指
導
者
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、国
内
外

で
の
合
宿
や
合
同
稽
古
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
企

画
調
整
、開
催
し
て
い
ま
す
。

　

合
気
道
の
稽
古
を
通
し
て
、素
直
に
愚
直
に
自
ら

の
道
を
探
求
し
、極
め
て
い
く
と
と
も
に
、世
界
中

の
仲
間
達
と
繋
が
り
、響
き
合
い
、感
じ
合
う
こ
と

で
、言
語
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
超
え
た
感
動

や
相
互
理
解
、深
い
信
頼
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

当
会
の
指
導
チ
ー
ム
は
代
表
含
め
、ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、失
敗
を
恐
れ
ず
、果
敢
に
い

ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

連
盟
へ
の
加
入
を
契
機
に
、様
々
な
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、経
験
豊
富
な
諸
先
輩
団
体
の
皆

様
か
ら
ご
助
言
、ご
示
唆
な
ど
を
い
た
だ
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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板
橋
区
合
気
会

　
理
事
長
　
野
瀬
　
輝
男

　　

板
橋
区
合
気
会
は
、昭
和
四
十
五
年
十
月
、板
橋

区
立
小
豆
沢
体
育
館
に
武
道
場
が
造
ら
れ
る
の
と

同
時
に
、初
代
理
事
長
・
原
修
太
郎
師
範
に
よ
り

設
立
さ
れ
、昭
和
五
十
年
に
板
橋
区
体
育
協
会
に

加
盟
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
板
橋
区
か
ら
一
般
公
開
指
導
を
委
託

さ
れ
、小
豆
沢
体
育
館
、上
板
橋
体
育
館
、加
賀
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
旧
東
板
橋
体
育
館
）の
三
カ
所
の

区
立
体
育
館
に
お
い
て
、会
員
は
も
と
よ
り
、会
員

外
の
一
般
区
民
の
方
々
と
一
緒
に
楽
し
く
、元
気

に
、時
に
は
厳
し
い
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
他
、曜
日
毎
に
高
島
第
二
中
学
校
、志
村
第

三
中
学
校
、赤
塚
第
一
中
学
校
の
各
武
道
場
で
も

稽
古
を
し
て
お
り
、日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
一

週
間
休
む
こ
と
な
く
、毎
日
何
処
か
の
道
場
で
稽
古

に
励
め
る
こ
と
が
板
橋
区
合
気
会
の
大
き
な
特
徴

で
す
。

　

ま
た
、例
年
、夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
自
主
講
習

会
を
実
施
し
て
お
り
、平
成
二
十
八
年
九
月
に
は
本

部
道
場
か
ら
横
田
愛
明
師
範
、令
和
元
年
九
月
に

は
大
澤
勇
人
師
範
を
お
招
き
し
、ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
十
月
に
節
目
と
な
る
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、植
芝
守
央
道
主
を
お
招
き

し
て
の
記
念
式
典
を
企
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、残

念
な
が
ら
見
送
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
大
人
八
十
人
、子
供
は
五
十

人
を
超
え
、原
達
昭
師
範
を
は
じ
め
経
験
豊
富
な

指
導
員
達
が
日
々
、各
道
場
で
熱
心
に
個
性
豊
か

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
、お
近
く
に
お
越
し
の
節

は
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
、一
緒
に
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

文
京
区
合
気
会

　
代
　
表 

内
山
　
清

　

昭
和
四
十
七（
一
九
七
二
）年
七
月
に
設
立
し
、

合
気
道
本
部
道
場
よ
り
増
田
誠
寿
郎
師
範
の
ご
指

導
を
賜
り
、東
京
・
本
郷
の
文
京
総
合
体
育
館
を

中
心
に
文
京
江
戸
川
橋
体
育
館
、文
京
区
立
第
一

中
学
校
な
ど
で
、世
代
を
超
え
た
合
気
道
友
が
爽

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
の
が
、私
た
ち
文
京
区

合
気
会
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
生
活
の
変
化
や
武
道
へ
の
憧
れ
か
ら

か
、合
気
道
を
志
す
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

初
心
者
か
ら
有
級
者
が
多
く
集
ま
る
月
曜
稽

古
、並
び
に
水
曜
稽
古（
文
京
区
が
当
会
に
委
託
）、

有
段
者
や
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
集
ま
る
木
曜
稽
古・土

曜
稽
古
、そ
の
す
べ
て
が
同
じ
技
に
取
り
組
ん
で
磨

き
合
う
日
曜
稽
古
と
、会
員
や
ビ
ジ
タ
ー
の
方
が
参

加
で
き
る
週
に
五
回
の
稽
古
を
設
け
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
技
量
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
な
って
い
ま
す
。

　

特
に
日
曜
日
の
子
供
ク
ラ
ス
で
は
、合
気
道
の
技

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、発
育
途
上
の
身
体
に
無
理
な

く
体
力
が
つ
く
よ
う
、ま
た
礼
儀
や
集
中
力
が
つ
く
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よ
う
に
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
合
気
道
連
盟
の
皆
様
と
は
、例
年
六
月

の「
東
京
都
合
気
道
錬
成
大
会
」十
一
月
の「
東
京

都
合
気
道
演
武
大
会
」で
友
好
を
深
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。そ
し
て
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
行
わ
れ

た「
東
京
都
合
気
道
リ
モ
ー
ト
演
武
大
会
」で
は
、

三
六
〇
度
カ
メ
ラ
に
よ
る
動
画
公
開
に
七
百
回
を

超
え
る
再
生
数
を
賜
り
、有
級
者
の
方
の
発
案
が

大
き
く
身
を
結
ん
だ
こ
と
に
、会
員
一
同
い
た
く
感

謝
い
た
し
ま
し
た
。ご
尽
力
頂
い
た
東
京
都
連
事
務

局
様
、ご
視
聴
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
ら
た
め
て
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
私
た
ち
は
今
、多
難
な
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、合
気
道
を
通
し
て
自
己
を
確
立
し
、開

祖
が
大
切
と
さ
れ
た「
万
有
愛
護
」の
精
神
を
持
っ

て
、今
年
満
五
十
周
年
を
迎
え
た
当
会
も（
記
念

行
事
は
状
況
か
ら
差
し
控
え
ま
し
た
）努
め
て
ま
い

り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

千
代
田
区
合
気
会

　
会
　
長
　
山
嶋
　
武

　

千
代
田
区
合
気
会
は
、今
年
十
月
を
も
って
設
立

五
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
会

員
及
び
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
と
共
に
継
続
で
き
た
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
会
の
稽
古
場
所
は
文
字
通
り
千
代
田
区
に
あ

り
、も
よ
り
の
神
田
駅
か
ら
西
は
オ
フ
ィ
ス
街
、東
は

日
本
橋
地
区
の
商
店
街
の
は
ざ
ま
に
あ
り
地
の
利

が
よ
い
場
所
で
も
あ
る
。勤
務
帰
り
に
学
生
時
代
に

体
験
し
た
合
気
道
を
追
求
す
べ
く
入
会
す
る
方
々

も
多
い
。

（
指
導
者
歴
）

　

昭
和
四
十
七
年
十
月
、早
乙
女
貢
師
範
の
ご
指

導
で
千
代
田
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
立
。

　

昭
和
五
十
年
早
乙
女
貢
師
範
渡
米
に
よ
り
、山

口
清
吾
師
範
に
師
事
、平
成
八
年
山
口
清
吾
師
範

死
去
に
よ
り
、平
成
十
年
増
田
誠
寿
郎
師
範
に
師

事
、現
在
に
至
る
。

　

当
会
の
足
跡
は
会
員
の
年
齢
と
共
に
、ま
た
指

導
さ
れ
た
先
生
方
の
影
響
で
、稽
古
風
景
も
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。荒
々
し
い
稽
古
か
ら
柔
ら
か
な
稽

古
、つ
ま
り
足
の
運
び
・
腰
の
動
き
を
使
い
全
身
に

連
動
す
べ
き
稽
古
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
し
た
。会
員

も
開
設
当
初
は
十
名
前
後
で
し
た
が
、直
近
で
は

五
十
名
を
こ
え
る
大
所
帯
と
な
って
い
ま
す
。

　

当
会
に
限
ら
ず
ど
こ
の
道
場
で
も
実
感
し
て
い

る
の
で
は
と
察
し
ま
す
が
、合
気
道
全
体
の
平
均
年

齢
が
高
く（
当
会
で
は
、平
均
年
齢
五
十
五
歳
）近

い
将
来
、会
の
存
続
や
技
の
継
承
を
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。そ
う
し
た
中
で
一
つ
は
、直
近
、貴
紙

第
三
十
五
号
で
掲
載
さ
れ
た「
合
気
道
な
ご
み
会
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て「
千
代
田
区
合
気
道
連
盟
」を

設
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。千
代
田
区
は
オ
フ
ィ
ス
街

で
も
あ
り
特
質
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、若
年
居
住

者
が
少
な
い
。そ
れ
で
は
と
、「
千
代
田
区
合
気
道

連
盟
」の
活
動
か
ら
区
報
を
通
じ
て
、老
若
男
女
誰

で
も
稽
古
で
き
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

二
つ
め
は
、当
会
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
若
手
指
導

者
層
の
育
成
と
技
の
継
承
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
少
グ
ル
ー
プ
で
の
研
究
会
か
ら
他
の
会
員
へ

の
拡
散
を
狙
い
、会
全
体
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
。

　

三
つ
め
は
、フ
ラ
ン
ス
、オ
ラ
ン
ダ
、ド
イ
ツ
、ベ
ト
ナ

ム
、韓
国
な
ど
海
外
の
仲
間
と
通
常
稽
古
や
合
宿

な
ど
で
交
流
を
図
っ
て
お
り
今
後
と
も
更
に
国
際

化
を
進
め
、相
互
理
解
を
図
って
い
き
た
い
。

　

合
気
道
は
相
手
と
一
体
に
な
ら
な
い
と
技
に
繋

が
ら
な
い
。日
常
の
中
で
も
、満
た
さ
れ
た
生
活
を

送
って
い
け
る
の
は
合
気
道
の
稽
古
の
お
か
げ
と
思
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
開
祖
が
創
設
し
た
合
気
道

の
基
本
理
念
を
追
い
続
け
て
会
員
と
共
に
歩
ん
で

い
き
た
い
。

　

最
後
に
、東
京
都
合
気
道
連
盟
の
会
員
と
し
て
、

今
後
と
も
合
気
道
の
普
及
・
発
展
に
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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副理事長
大田　勤
　新小岩合気会　会長
　東京都合気道連盟の更なる充実のため、微
力をつくして頑張ります。皆様のご協力をお
願い申し上げます。

副理事長
鈴木　俊雄
　合気道本部道場指導部師範
　（合気会推薦）
　よろしくお願い致します。

副理事長
小柳　俊一郎
　合気道泰門会　代表
　今期、副理事長を拝命いたしました。誠心
誠意努めさせて頂きますのでよろしくお願い
いたします。

理事
嶺岸　正樹
　仲池合気道同好会　会長
　都連盟が益々発展するように、微力ながら
貢献したいと思います。宜しくお願いいたし
ます。

理事
安藤　哲郎
　合気道小金井同好会　会長
　東京都合気道連盟の更なる発展のため、誠
心誠意努めて参ります。どうぞよろしくお願い
いたします。

理事
井阪　有一
　ＮＴＴ東日本東京合気道部　監督
　今期も引き続き、加盟団体のお役に立てる
よう頑張ります。よろしくお願いいたします。

理事
数家　誠司
　港区合気会　代表
　このたび重任させていただきました。微力ではご
ざいますが、会員団体の皆様と合気道発展の為、鋭
意努力致します。ご指導よろしくお願い致します。

監事
堀越　祐嗣
　合気道　北千住道場
　微力ながら皆様の御指導の下尽力してい
きたいと思います。宜しくお願い致します。

理事長
藤城　清次郎
港区合気道連盟顧問（合気会推薦）
　再度理事長を仰せつかりました。初心を忘
れず都連に貢献出来る理事長として新役員
共々歩みたいと思います。

副理事長
神谷　正一
　鷹の台合氣道同友会　代表（合気会推薦）
　今期も引き続き、連盟の円滑な運営に努
めて参ります。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

副理事長
木下　悦子
　合氣道木下道場　代表
　微力ながら副理事長を仰せつかりました。
東京都合気道連盟の更なる充実、発展の為精
いっぱい務めさせていただきます。

理事
渡辺　隆志
　渋谷区合氣道同好会　会長
　しっかりとお役を勤めるように頑張りたいと
思います。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

理事
瀨川　一之
　合気道臥龍会　代表
　加盟団体の皆様のため，東京都合気道連盟
を新しい時代に適合した団体になるように尽
力して参ります。

理事
美濃部　智子
　合氣道土井道場　代表
　東京都合気道連盟の発展を願い精一杯務
めます。よろしくお願いします。

理事
大橋　健司
　中央区合気会　指導部理事
　この度、重任となりました。皆さまのお力添えを賜り
ながら、合気道の発展に寄与できるよう、微力ながら尽
力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

理事
中島　敬二
　中野区合気道会　副会長
　今期より理事を承りました。東京都合気
道連盟に精一杯貢献していきたいと思いま
す。

監事
梶浦　真
　稲門合気倶楽部　幹事長
　今期は監事として新たなチャレンジです。
どうぞ宜しくお願いいたします。

新 役 員 紹 介
（令和4年4月〜令和7年3月）
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令
和
四
年
度
少
年
部
指
導
法
講
習
会

　
◇
期 
日
　
令
和
五
年
二
月
二
十
六
日（
日
）

　
◇
場 
所
　
港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
十
回
全
国
合
気
道
指
導
者
研
修
会

　
◇
期 

日
　
令
和
四
年
十
一
月
四
日（
金
）～
六
日（
日
）

　
◇
場 

所
　
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー

全
国
道
場
・
団
体
連
絡
会
議
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
◇
期 

日
　
令
和
五
年
一
月
七
日（
土
）

合
気
道
本
部
道
場
鏡
開
き
式

　
◇
期 

日
　
令
和
五
年
一
月
八
日（
日
）

　
◇
場 

所
　
本
部
道
場

令
和
四
年
度
地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修
会

　
◇
期 

日
　
令
和
五
年
三
月
四
日（
土
）～
五
日（
日
）

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

令
和
四
年
度
第
三
回
広
域
合
同
稽
古

　
◇
期 

日
　
令
和
四
年
九
月
八
日（
木
）

　
◇
講 

師
　
小
山
雄
二
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

令
和
四
年
度
第
四
回
広
域
合
同
稽
古

　
◇
期 

日
　
令
和
四
年
十
一
月
十
日（
木
）

　
◇
講 

師
　
桂
田
英
路
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

令
和
四
年
度
合
気
道
錬
成
講
習
会

　
◇
期 

日
　
令
和
四
年
十
二
月
十
七
日（
土
）

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

令
和
四
年
度
第
五
回
広
域
合
同
稽
古

　
◇
期 

日
　
令
和
五
年
一
月
十
二
日（
木
）

　
◇
講 

師
　
鈴
木
俊
雄
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

令
和
四
年
度
第
六
回
広
域
合
同
稽
古

　
◇
期 

日
　
令
和
五
年
三
月
九
日（
木
）

　
◇
講 

師
　
日
野
皓
正
本
部
道
場
指
導
部
師
範

　
◇
場 

所
　
東
京
武
道
館

第
　

38
　
回
　   

評

議

員

会

資

料

主 要 行 事 予 定
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東 京 都 合 気 道 連 盟
〒162-0056　東京都新宿区若松町17 番18 号  （公財）合気会内
　　　　　　　　　電　話 03- 6457- 3315
　　　　　　　　　ＦＡＸ 03- 6457- 3317
　　　　　　 E-mail: info@tokyo-aikido.com
　　　　　　 https://www.tokyo-aikido.com/

　
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た
三
度
目
の
夏
、異
常
気

象
に
よ
る
猛
暑
、皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

感
染
症
対
策
と
熱
中
症
対
策
を
講
じ
て
稽
古

を
続
け
ら
れ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。来
年
こ
そ

は
、思
い
切
り
汗
を
流
し
な
が
ら
暑
中
稽
古
に

励
む
季
節
を
迎
え
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

　
永
ら
く
広
報
誌
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た

小
林
副
理
事
長
の
退
任
に
伴
い
、新
た
に
担
当

を
拝
命
致
し
ま
し
た
美
濃
部
で
す
。皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
作
り
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。広
報
誌
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、ご
感

想
、ま
た
ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
記
・
美
濃
部
）

編
　
集
　
後
　
記


